
日本語教師が日本語学習教材「いろどり」を使って学習

者を指導する時のポイントは？ 

ChatGPT: 

日本語学習教材「いろどり」（国際交流基金が作成）は、特に初級～生活場面で役立

つ日本語を学ぶことを目的に設計されています。教師が授業で使う際の指導ポイント

を整理すると、次のようになります。 

 

1. 生活場面に即した目的の明確化 

• 「いろどり」は、買い物・病院・アルバイトなど具体的な場面で使える表現を中

心にしています。 

• 単に文法や語彙を説明するのではなく、「この課を終えたら、学習者が何がで

きるようになるか」（Can-do 目標）を意識して指導します。 

• 例えば「道を尋ねる」課では、「場所を聞く表現を知る」ではなく「実際に道を聞

いて目的地に行ける」ことをゴールにします。 

 

2. コミュニケーション重視の活動 

• 教科書の会話文は短く、即使える表現が多いので、学習者に繰り返し声に出

させることが大切です。 

• ロールプレイやペアワークを多く取り入れて、学んだ表現を実際に使う練習を

増やすと効果的です。 

• 間違いがあっても細かく訂正せず、伝わる経験を重視して自信を持たせます。 

 

 



3. 多様な学習者に合わせた工夫 

• 学習者の背景（留学生、技能実習生、特定技能、主婦など）により必要な場面

が異なるので、教材の中から学習者に関連するトピックを選択するのがポイ

ントです。 

• 語彙・表現が難しい場合は、絵カードや身振りを活用し、母語を使った補助も

柔軟に行うと理解が深まります。 

 

4. デジタル教材・副教材の活用 

• 「いろどり」にはオンライン版や音声データが無料公開されているので、授業外

学習や復習に活用できます。 

• 特に音声を繰り返し聞くことで、日本語のリズムやイントネーションの習得が促

進されます。 

• ワークシートや PowerPoint用素材も配布されているため、授業準備の負担軽

減につながります。 

 

5. 評価とフィードバック 

• 小テストや文法確認よりも、実際にやりとりできるかを評価するのが望ましい

です。 

• 「道を聞けたか」「注文できたか」など Can-do をもとに達成感を与えます。 

• 学習者の発話を肯定的にフィードバックし、「よく伝わったね」「もう少しゆっくり

言うともっと伝わるよ」と実践的なアドバイスを心がけます。 

 

👉まとめると、「いろどり」を使った指導のポイントは、 

生活場面に直結 → コミュニケーション優先 → 学習者に合わせて選択 → デジ

タル活用 → Can-do で評価 

という流れを意識すると、学習者が「使える日本語」を身につけやすくなります。 



経験の少ないボランティアが地域の日本語教室で使う場

合は？ 

ChatGPT: 

地域の日本語教室で「いろどり」を使う場合、特に経験の浅いボランティア教師にとっ

ては 「教材をどう進めるか」よりも「学習者と一緒に学びをつくる姿勢」 が大事にな

ります。以下にポイントを整理しました。 

 

1. 教科書に頼りすぎない姿勢 

• 「いろどり」は 教師用マニュアル的に細かく授業手順が書かれていない の

で、初心者教師には少し不安があるかもしれません。 

• まずは 教科書のページを順番に進めるのではなく、１つの課のゴール

（Can-do）を見て「今日やること」を決めると安心です。 

• 例：第 2課「自己紹介」なら、「今日の目標＝名前・出身・仕事を言える」などシ

ンプルに設定する。 

 

2. 「教える」より「一緒に練習する」感覚 

• ボランティアは先生というより 会話の相手役・サポーター の立場で OK。 

• 「正しく言えたか」よりも「伝わったか」「笑顔でやりとりできたか」を大事にしま

す。 

• 間違いをすぐ直すより、必要な時に繰り返して正しい形を聞かせる（リキャス

ト）方が自然です。 

 

 



3. 活動をシンプルに 

• 複雑な文法説明や長い練習は避け、短いペア練習・ロールプレイを中心に。 

• 例：買い物の課では、「A＝店員、B＝客」になって、数回やりとりするだけで十

分。 

• 「覚える」より「やってみる」ことを優先すると、授業が楽しくなります。 

 

4. 学習者の生活に直結させる 

• 学習者（技能実習生、主婦、留学生など）が 今すぐ使いそうな表現だけをピ

ックアップ。 

• 教科書の中から「今日はこれだけ」でも良い。 

• 例：病院に行く人が多ければ「どこが痛いですか？」の部分を重点的に。 

 

5. ICT・音声教材を味方に 

• 無料の音声や動画が公開されているので、「自分が読まなきゃ」と無理しなく

て大丈夫。 

• ボランティアは操作役になって、学習者に繰り返させる。 

• 教材を「自分が教える道具」ではなく「みんなで一緒に使う道具」として扱うの

がコツ。 

 

6. サポート体制を意識 

• 授業がうまくいかなくても大丈夫。地域の日本語教室では「完璧な授業」よりも

「安心できる学習の場」が大切です。 

• 他のボランティアと情報交換しながら、**「この課はこうやったよ」「こういう反

応だったよ」**と共有する習慣を持つと、経験が自然に積み重なります。 



 

👉 まとめると、経験の少ないボランティアが「いろどり」を使うときは、 

シンプルに・生活に直結・一緒に練習・教材に頼る・仲間と共有 

を意識すれば、無理なく続けられます。 

  



地域の日本語教室でボランティアが「いろどり」を使う場

合、その使い方を説明した動画を探して。 

ChatGPT: 

いいですね。地域の日本語教室で「いろどり」を使う“使い方解説動画”を、初心者ボ

ランティア向けに厳選して並べました。まずは上から順に見ると流れがつかめます。 

まず絶対に見る（公式・網羅的） 

1. 公式「いろどりの教え方」解説ページ（動画まとめ） 

各活動（導入の質問／聞く／話す／読む／書く）ごとに短い解説動画が並び、

必要な所だけピンポイントで視聴できます。授業前に“導入→活動→まとめ”

の型を掴むのに最適。 

https://www.irodori.jpf.go.jp/teach.html?utm_source=chatgpt.com 

 

具体的な授業イメージを掴む（長めの実

演） 

3. 「入門（A1） 活動別の使い方」 

入門レベルを活動別にデモ。地域教室でそのまま真似しやすい流れが見られ

ます。 https://www.youtube.com/watch?v=GL9mCFgaAGM 

 

4. 「初級 1（A2）第 7課を例に―使い方」 

1本で導入→聞く→話す→読む…と通しで見られる実演。クラス運営のテンポ

取りの参考に。 https://www.youtube.com/watch?v=-DhQjZdntrY 

 



 

 

背景理解・開発者の話で“狙い”を知る 

5. オンラインセミナー第 1部「いろどりの特徴」 

教材設計の意図を開発者が説明。活動の狙いが分かると授業での優先順位

が立てやすくなります。 https://www.youtube.com/watch?v=XQu9CunPb7M 

 

6. 制作者に聞く！Q&A セミナー 

現場の“あるある疑問”に答える形式。地域教室での応用ヒントを拾えます。  

https://www.youtube.com/watch?v=D1P5BO0XlH0 

 

補助リンク（自習・準備で使う） 

7. 公式 TOP（音声・教師用資料への入口） 

入門～初級 2の音声や補助資料。授業準備と家庭学習の案内に便利。  

https://www.irodori.jpf.go.jp/?utm_source=chatgpt.com 

 


